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●  創立60周年特別企画

吉祥院病院の歴史（上）

●  震災支援に参加して

●  新年のご挨拶

市政も病院もリニューアル
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税と社会保障の一体改革
で医療も患者さんの暮らしも大変になります。今年はぜひ、そんな国民いじめの政治を変える転換の年にしたいものですね。

 竹永 百合子

　

11
月
28
日
に
橋
下
徹
氏
率
い
る
大
阪
維
新

の
会
が
大
阪
ダ
ブ
ル
選
に
圧
勝
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
８
年
に
橋
下
氏
が
大
阪
府
知
事
に

当
選
し
た
時
か
ら
、
弱
者
を
上
か
ら
目
線
で

見
下
す
彼
の
人
格
に
私
は
怖
さ
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

　

敵
を
つ
く
り
出
し
て
突
き
進
む
彼
の
や
り

方
は
小
泉
純
一
郎
元
総
理
と
似
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
明
日
の
見
え
な

い
閉
塞
感
が
ま
す
ま
す
広
が
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
で
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
求
め
た
有
権
者
が
橋
下
支
持
に
雪

崩
を
う
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
大
変
危
険
な
こ
と
だ
と
私
は
思
い

ま
す
。
誰
か
一
人
が
全
て
を
変
え
て
く
れ
る

こ
と
な
ど
あ
り
え
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
安
易

な
考
え
が
全
国
に
波
及
す
る
こ
と
を
私
は
危

惧
し
ま
す
。
大
阪
維
新
の
会
の
勢
い
と
全
国

各
地
の
新
自
由
主
義
的
な
潮
流
が
結
び
つ
け

ば
国
民
の
諸
権
利
が
は
く
奪
さ
れ
、
社
会
保

障
も
切
り
捨
て
ら
れ
、
憲
法
が
改
悪
さ
れ
、

自
衛
隊
の
海
外
派
兵
や
徴
兵
制
の
制
定
な

ど
一
気
に
暗
黒
の
時
代
に
突
入
す
る
悪
夢
が

待
っ
て
い
る
こ
と
を
歴
史
は
教
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
２
月
５
日
投
票
の
京
都
市
長

選
挙
は
こ
の
国
の
民
主
主
義
が
試
さ
れ
る
大

事
な
選
挙
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
前
回
９
５

１
票
差
で
届
か
な
か
っ
た
市
政
刷
新
で
し
た

が
、
中
村
和
雄
候
補
の
勝
利
で
暮
ら
し
を
守

る
防
波
堤
と
な
る
市
長
を
是
非
誕
生
さ
せ
た

い
も
の
で
す
。

　

中
村
さ
ん
は
水
俣
病
や
市
民
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
な
ど
の
運
動
で
知
ら
れ
る
弁
護
士

で
、「
切
り
捨
て
」「
独
裁
」
で
や
っ
て
き
た

橋
下
氏
と
は
対
極
に
あ
る
候
補
で
す
。

　

中
村
候
補
は
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
や
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
主
張
、
ま
た
若
狭
湾

に
林
立
す
る
原
発
の
即
時
停
止
を
求
め
て
積

極
的
な
提
言
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
手
メ

デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
な
い
こ
の
よ
う
な
真
面

目
な
議
論
に
多
く
の
市
民
の
方
々
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
地
道
な
討
論
と
運
動
を
積
み
上

げ
る
こ
と
が
遠
回
り
で
あ
っ
て
も
独
裁
と

フ
ァ
シ
ズ
ム
を
防
ぐ
最
大
の
保
障
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
吉
祥
院
病
院
も
２
０
１
２
年
に
は

病
院
の
改
装
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　

２
０
１
２
年
が
少
し
で
も
明
る
い
年
に
な

る
よ
う
地
域
の
人
々
と
と
も
に
歩
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

日頃は病院の医療活動に多大なご協力
を頂きありがとうございます。今年

はリニューアル工事が本格化します。ご
不便をおかけしますが、みなさんのご理
解とご協力をよろしくお願いします。私事
ながら今年で定年を迎えます。これまで
お世話になった皆様にこの場を借りてお
礼申し上げます。ありがとうございました。

 髙谷 順子

昨年はインフルエン
ザも大流行せず良

かったですが、これから
も何かあったら吉祥院
病院と思われるように
がんばります。

 柳 しのぶ

頌 春

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す

病院で働いてもうすぐ２年になります。
まだまだ勉強の毎日です。みなさんか

らご指摘や励ましの言葉をいただくことが
あります。それが頑張ろうという力の源にも
なっており、本当にありがたいと感じていま
す。今年もみなさんの笑顔や健康な姿をた
くさんみたい！そのために私も「悩む時間：
笑顔で前向きな時間＝２：８」を目標に、事
務職員として成長できるようまた１年頑張り

たいと思います。 高坂絵莉子

2012年は市政も病院もリニューアル

新年のごあいさつ

昨年10月に上京病
院から吉祥院病

院に異動となりました。
スポーツ、読書、音楽
鑑賞など、日々の生活
に追われながらも出来

るだけ自分の時間をつくり楽しんでいま
す。秋の共同組織拡大月間では活発な活動
に会員皆さんの団結力を感じ、また会員拡
大の大切さを改めて実感しました。新しい
環境に早く慣れ自分の力を発揮していきた

いです。 石橋　正久

　

昨
年
の
11
月
よ
り
赴
任
さ
れ

ま
し
た
池
野
文
昭
先
生
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
第
二
中
央
病
院
副

院
長
、
あ
す
か
い
診
療
所
所
長

な
ど
を
歴
任
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ち
な
み
に
三
浦
先
生
と
は

学
生
時
代
か
ら
の
旧
知
の
間
柄

で
す
。
専
門
は
循
環
器
で
す
。

外
来
は
月
曜
日
の
夜
を
担
当
さ

れ
ま
す
。
病
棟
や
往
診
も
担
当

さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

新任医師のご紹介

２階病棟が引っ越し
して、病棟は

すこし寂しくなり
ましたが、新

しくきれいな

病棟できもち

よく療養でき

る環境を作っ

ていきたいと

思います。

 
豊田 園子

2階病棟が引っ越した中
央病院西館
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年

吉
祥
院
病
院

民
医
連
の
あ
ゆ
み

1951（昭26）

12　
吉
祥
院
車
道
町　
岡

本
宅
・
診
療
所
開
設
、

初
代
所
長
・
坂
田
宣
彦

医
師
、
事
務
長
・
塩
月

看
護
婦
・
藤
林
事
務　

岡
本
・
若
宮
の
5
名　

一
口
50
円
１
０
０
０
口

募
集

10　
関
西
民
主
的
病
院
診

療
所
連
合
会
結
成

1952（昭27）1953（昭28）

6　
全
日
本
民
主
医
療
機

関
連
合
会
結
成

12　
京
都
民
医
連
結
成

1954（昭29）

京
都
民
医
連
結
成　
加
盟

1955（昭30）

９　
京
都
保
健
会
設
立
総

会

1956（昭31）

2　
吉
祥
院
井
ノ
口
町
鉄

骨
平
屋
診
療
所　
地
域

の
人
々
の
協
力
を
得
て

新
築

3　
社
団
法
人
京
都
保
健

会
設
立
の
一
診
療
所
と

な
る

1957（昭32）1958（昭33）

５　
吉
祥
院
病
院
開
設

　
（
診
療
所
を
病
院
化
―

20
床
で
ス
タ
ー
ト
）

1959（昭34）

10　
伊
勢
湾
台
風
救
援
医

療
班

1960（昭35）1961（昭36）

10　
全
国
民
医
連
臨
時
大

会
で
綱
領
採
択

1962（昭37）

２　
35
床
に
増
床

1963（昭38）

病
院
患
者
会
「
や
す
ら
ぎ

会
」（
高
血
圧
）「
た
ち
ば
な

会
」（
糖
尿
病
）発
足
※
※ 

1964（昭39）1965（昭40）

11　
「
健
康
を
守
る
会
」

発
足（
昭
和
44
年
解
散
）

吉
祥
院
病
院
の

歴
史

創
立
60
周
年
特
別
企
画
上

1950年代

～

1960年代

　

吉
祥
院
病
院
は
昨
年
創
立
60
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域
の
人
た

ち
の
寄
付
や
貸
付
を
は
じ
め
と
し

た
協
力
を
も
と
に
、
病
院
の
前
身

の
吉
祥
院
診
療
所
が
設
立
さ
れ
た

の
が
１
９
５
１
年
12
月
3
日
で
す
。

　

今
年
は
60
周
年
事
業
と
し
て

の
位
置
づ
け
も
あ
る
病
院
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
着
工
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
吉
祥
院

病
院
の
あ
ゆ
み
を
ふ
り
か
え
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊

　

吉
祥
院
診
療
所
が
設
立
さ
れ
た

１
９
５
０
年
代
初
頭
は
、
戦
後
の

混
乱
は
よ
う
や
く
収
ま
っ
た
時
期

で
し
た
が
、
生
活
環
境
は
ま
だ
ま

だ
未
整
備
で
住
人
の
健
康
を
守
り

地
域
の
健
康
を
一
緒
に
な
っ
て

作
っ
て
く
れ
る
医
療
機
関
が
欲
し

い
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
市
内
を
中
心
に
多
く

の
民
主
診
療
所
と
呼
ば
れ
る
診
療

所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
※

で
大
学
や

医
療
機
関
を
追
わ
れ
た
医
師
や
学

生
が
地
域
住
民
や
労
働
者
と
共
に

設
立
運
動
に
取
り
組
ん
で
作
っ
た

診
療
所
群
で
す
。
同
様
の
運
動
は

全
国
各
地
で
起
き
、
そ
れ
ら
の
医

療
機
関
は
全
国
民
医
連
（
後
に
全

日
本
民
医
連
）
に
結
集
し
て
い
き

ま
し
た
。
こ
の
民
診
設
立
運
動
に

は
戦
前
に
治
安
維
持
法
に
反
対
し

右
翼
の
凶
刃
に
倒
れ
た
京
都
出
身

の
代
議
士
、
山
本
宣
治
の
遺
志
を

継
い
で
作
ら
れ
た
無
産
者
診
療
所

の
伝
統
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て

南
区
で
も
吉
祥
院
診
療
所
と
九
条

診
療
所
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

吉
祥
院
診
療
所
は
2
代
目
所
長

と
な
る
岡
本
医
師
の
自
宅
を
改
装

し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
５

６
年
に
井
ノ
口
町
の
現
住
所
に
移

転
し
た
後
、
１
９
５
８
年
5
月
15

日
に
20
床
の
病
院
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
１
９
６
０
年
代
に

は
地
域
に
多
か
っ
た
中
小
企
業
の

工
場
労
働
者
の
健
康
を
守
る
活

動
、
労
働
環
境
の
問
題
に
取
り
組

み
、
ま
た
糖
尿
病
、
高
血
圧
な
ど

の
成
人
病
の
対
策
を
行
な
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
※
※
。

　

現
在
の
病
院
の
原
形
と
な
る
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
と
な
っ

た
の
は
１
９
７
０
年
の
こ
と
で
し

た
。
１
９
７
０
年
ま
で
の
約
20
年

間
は
病
院
の
ハ
ー
ド
と
し
て
の
建

物
、
ソ
フ
ト
と
し
て
の
医
療
活
動

の
両
面
で
現
在
の
基
礎
を
築
い
た

時
期
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

※ 

レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ

共
産
主
義
の
思
想
・
運
動
・

政
党
に
関
係
し
て
い
る
者
を

公
職
や
企
業
か
ら
追
放
す
る

こ
と
。
日
本
で
は
昭
和
25
年

（
１
９
５
０
）Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令

に
よ
り
1
万
数
千
人
が
追
放

さ
れ
た
。（「
大
辞
泉
」調
べ
）

　京都大学の看護学校に通っていたころに、京大の先生に誘わ
れて吉祥院診療所に手伝いに来ました。地域の患者さんの立場
に立った医療を実践している姿をみて、京大病院とはぜんぜん
ちがうなぁと思ったことを覚えています。看護学校を卒業して、
本当は京大病院に就職するはずでしたが、吉祥院診療所が忘れ
られず、民診連（今の民医連）の事務局を訪ねて、吉祥院診療
所で働かせてもらうことになりました。学生時代に入っていた
「平和サークル」で知り合った民診連の先生たちの影響も大き
かったと思います。
　勤め始めたのは1953年。その頃は看護師であってもお薬を
作ったり、会計をしたり、簡単な検査でも何でもしておりまし
た。夜でも私の下宿先まで患者さんが来て、「診てやってくれ！」
とたたき起こされることもありました。その頃は栄養失調の患
者さんも多くて「水分と栄養あるもんとって安静にしてたら治
るよ」と言って帰ってくることもしばしば。診療所に通ってく
る患者さんは、在日の人や日雇い労働の人が多く、健康保険の
患者さんは本当に数えるくらいしかおられなかったです。
　先生と一緒に往診にもよく行きました。当時、結核で亡くな
られる患者さんもけっこういました。結核に効く薬、ストレプ
トマイシン（ストマイ）は、週に２回打たないといけませんが、
保険がきかなかったので、一本千円もするストマイはふつうは
打ちません。そこ頃のお給料が１万円あったら多い時代でした
から。それが蜷川さんが知事になってから、保険が通った。た
くさんの命が救われましたね。
　1963年に発足した「やすらぎ会」※※で責任者をしていた時
は、多い時で300名くらい会員さんがいました。患者さんのお
宅をお借りして、先生に高血圧や脳卒中・心臓病の話をしても
らったり、日帰りレクリエレーションで奈良に行ったり、地域

の運動会に参加したり…。職員も
地域の人たちと仲良くなろうと一
生懸命だった気がします。
　朝昼夕晩、一日中働いていまし
たが、患者さんや地域の人たちと
家族みたいに付き合って、やりが
いもあったし、今から考えると私
自身もすごくいきいきしていたと
思います。

Interview

大坪 郁子さん
1953年入職。元吉祥院病院看護師。現在は地域の
班会や「いつでも元気」の販売所担当として友の会
を支えています。

地域の中で
ずっと育ってきた病院

▶
伊
勢
湾
台
風
救
援
へ

吉祥院診療所があった場所。現在は
民家に。

▶ 

全
日
本
民
医
連

　
結
成
会
場

※
※ 

「
や
す
ら
ぎ
会
」
な
ど
の
患

者
会
と
と
も
に
進
め
て
き
た

慢
性
疾
患
管
理
は
、
今
で
も

病
院
の
大
切
な
活
動
の
一

つ
で
す（
慢
性
疾
患
管
理
活

動
）。

荒
廃
と
貧
困
の
中
か
ら
の
出
発
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お 知 ら せ

編集後記
　東日本大震災から間もなく一年です。被災者の方が、早く元の生活に戻

れるように、政治の責任で復旧・復興を早急に進めるよう強く求めたいと

思います。

　福島市から京都市に避難を余儀なくされたある方が、「福島市は第一原

発から60キロ離れているので安心だと思っていたが、体調を崩し、不安

を感じ、職場やいろいろな人間関係を断って関西に避難してきた」「こん

な思いは誰にもしてほしくない」と話

されていました。京都市は福井県若狭

湾の原発群から80キロ圏内に入りま

す。もし事故が起これば、京都市も無

関係ではいられません。福島第一原発

事故で不自由な生活を余儀なくされて

いる方に、政府と東京電力の責任で補

償をすることが大事です。併せて、日

本の原発、本当に大丈夫か？原発に頼

らない社会とエネルギー政策のあり方

は？といったことが今年は問われてき

ます。

吉祥院病院組織課長　山路 卓也

　新しい年が明けました。皆様はどのように新しい年
を迎えられましたか？　リニューアルに向けて本格的
な歩みが始まりました。試行錯誤しながらでも地域に
直結したより良い病院づくりに一丸となって進んでい
く覚悟です。
　先日テレビでエチオピアの気温50度の過酷な気候
の中、長老以下一族25人で暮らす人々が紹介されて
いました。限られた水や食料を、まず一番弱い立場の
幼児に与えその後一族が分けあって生きてきた。これ
がこの土地で暮らしてゆくものの掟であると話されて
いました。日本においても弱い立場の人々を支える社
会制度の充実が社会を支える事に繫がるのでは？と考
えをめぐらしていました。
　寒さ厳しき折、皆様も御身、お大切にお過ごし下さい。
　末筆になりましたが、震災に遭われたすべての方々
へお見舞いを申し上げるとともに復興へ向けて進んで
行かれますように祈念いたしております。 （荒）

　吉祥院病院付属鍼灸
治療所が11月１日よ
り病院の隣接地へ移転
し、改めて開設しまし
た。今までは、狭かっ
たために患者さんへご
不便をおかけすることも多かったのですが、新しい場
所へ移転し「広くなったね！」「キレイになったね！」

「明るくなったね！」
と、みなさんから言っ
ていただけるようにな
りました。引き続き、
地域のみなさんに愛さ
れる鍼灸治療所をめざ
していきますので、ど
うぞよろしくお願いし
ます。

鍼灸治療所が広くてキレイに
なりました

　

記
念
講
演
で
は
、
元
宜
野
湾
市
市
長
の
伊

波
洋
一
さ
ん
が
「
基
地
の
な
い
平
和
な
沖
縄

と
日
本
を
つ
く
る
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
は
戦
争
に
参

加
す
る
必
要
は
な
い
と
思
う
し
、
金
銭
援
助

や
軍
事
基
地
な
ど
必
要
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
騒
音
被
害
や
墜
落
事
故
な
ど
に
市
民

を
巻
き
込
む
こ
と
は
や
め
て
ほ
し
い
で
す
。

日
本
は
軍
事
基
地
Ｎ
Ｏ
！
と
言
え
る
国
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、「
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く

生
き
る
こ
と
を
支
援
す
る
」
と
い
う
演
題
を

発
表
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
自
宅
へ
帰
り
た
い
」
と
い
う
末
期
癌
の

患
者
さ
ん
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
多

職
種
の
チ
ー
ム
で
話
し
合
い
な
が
ら
少
し
ず

つ
条
件
を
整
備
し
た
こ
と
。
病
気
の
進
行

で
か
な
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
過
ご
し
た
い
」
と
い

う
願
い
に
沿
う
た
め
に
は
、
生
活
史
を
知
っ

た
上
で
ご
家
族
の
心
情
を
理
解
し
、
条
件
を

整
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ

経
験
を
発
表
し
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
や
ご
家

族
が
安
心
し
て
最
期
の
時
を
迎
え
、
日
々
過

ご
せ
る
環
境
が
整
え
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

集
会
の
テ
ー
マ
で
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

過
去
・
未
来
・
現

在
と
民
医
連
綱
領

を
実
践
し
、
未
来

に
バ
ト
ン
を
引
き

継
ぎ
、
貧
困
・
格

差
を
克
服
で
き
る

よ
う
な
医
療
集
団

の
一
員
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

宮
城
県
最
南
部
の
町
、
山
元
町
。（
人
口
１

万
６
６
９
５
人
、
５
５
６
１
世
帯
）
６
７
１
人

が
亡
く
な
り
現
在
も
19
名
の
方
が
行
方
不
明
で

す
。
家
屋
の
全
壊
・
半
壊
あ
わ
せ
て
３
２
６
７

件
。
ど
の
地
域
よ
り
も
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
多

く
、
そ
の
原
因
と
し
て
震
災
を
知
ら
せ
る
警
報

器
が
壊
れ
た
ま
ま
で
、
作
動
し
な
か
っ
た
こ
と

が
大
き
く
影
響
し
た
そ
う
で
す
。
京
都
民
医
連

は
医
学
生
や
看
学
生
の
奨
学
生
も
含
む
28
名
が

参
加
し
「
Ａ
さ
ん
宅
の
か
た
づ
け
」「
保
育
所

の
引
っ
越
し
、
仮
設
住
宅
の
健
康
相
談
」「
溝

の
ヘ
ド
ロ
出
し
」
と
３
斑
に
分
か
れ
て
作
業
し

ま
し
た
。
震
災
当
日
、
Ａ
さ
ん
は
、
子
ど
も
２

人
と
祖
母
を
車
に
乗
せ
避
難
途
中
、
津
波
で
流

さ
れ
な
が
ら
、九
死
に
一
生
を
得
た
そ
う
で
す
。

祖
父
は
畑
を
見
て
か
ら
追
い
か
け
る
と
、
帰
ら

ぬ
人
と
な
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
働
い
て
い

た
、
水
産
会
社
も
休
業
状
態
、
皆
さ
ん
の
支
援

や
励
ま
し
に
支
え
ら
れ
、
今
を
し
っ
か
り
生
き

て
い
か
ね
ば
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

地
域
は
、
震
災
か
ら
５
カ
月
も
た
つ
と
い
う
の

に
、
水
道
、
電
気
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
め
ど

が
た
っ
て
い
な
い
状
態
で
す
。
到
底
、
支
援
だ

け
で
は
解
決
出
来
る
こ
と
で
は
な
く
国
や
行
政

の
復
興
対
策
が
急
が
れ
る
と
つ
く
づ
く
思
い
ま

し
た
。
帰
路
、
車
中
か
ら
見
る
広
大
な
平
野

は
、
草
が
生
い
繁
り
、
田
畑
は
荒
れ
た
ま
ま
で

す
。
海
水
に
ま
み
れ
た
土
地
は
農
作
物
を
作
る

の
に
時
間
が
か
か
る
と
言
い
ま
す
。
こ
の
土
地

に
豊
か
な
実
り
を
迎
え
る
の
は
い
つ
に
な
る
で

し
ょ
う
か
。
Ａ
さ
ん
家
族
や
、
仮
設
住
宅
で
不

自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
被
災
者

の
方
々
が
一
日
も
早
く
日
常
生
活
に
戻
れ
る
よ

う
、
継
続
的
な
支
援
が
ま
だ
ま
だ
必
要
で
す
。

 

師
長
室
　
高
谷 

順
子

震災支援に参加して

「今をしっかり生きていかねば…」
支え合い、励まし合うことの大切さ

未
来
に
バ
ト
ン
を

　
　
　
引
き
継
ご
う

全
日
本
民
医
連
学
術
・
運
動
交
流
集
会

吉祥院病院３階看護課
星野　愛

あゆみ薬局

西
大
路
通

九条通

吉祥院病院

吉祥院病院付属
鍼灸治療所

あらぐさ保育園

山元町

宮城県

外
来
看
護
課
か
ら
も
、
フ
ッ
ト
ケ
ア

外
来
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ポ
ス

タ
ー
発
表
を
行
な
い
ま
し
た

床板をすべて剥がし、床下一面に溜まったヘドロを取り出し、
海水に浸かった１階部分の壁も剥がしました。

京都市

30km

30km

50km

50km

80km

80km

ふげん（閉鎖）

もんじゅ

美浜原発

高浜原発

大飯原発 敦賀原発

若狭湾の原発（稼働14基）と
半径80㎞圏内を示す図

政治の責任で早急に復旧・復興を
福島の原発事故

全
日
本
民
医
連
学
術
・
運
動
交
流
集
会

2011年
10月28日～29日
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No.17

久世診療所

東九条訪問看護
ステーション

九条診療所
九条診療所歯科

久世橋

十
条

十
条

東
寺

十条通

九条通 九
条ＪＲ

東海
道線

東海
道新
幹線

東本願寺西本願寺

吉祥院病院

葛
野
大
路
通

近
鉄
京
都
線

地
下
鉄
烏
丸
線

西
大
路
通

河
原
町
通

烏
丸
通

七条通

西大
路

京都
タワー

京 都
Ｎ

居宅支援吉祥院病院

九条通

中信

西浦児童公園

あゆみ薬局

バス停
「西大路九条」

バス停
「吉祥院車道町」

吉祥院病院葛
野
大
路
通

西
大
路
通

政所
児童公園

西政所
児童公園

ジ
ャ
ス
コ

民医連

公益社団法人 京都保健会

吉祥院病院

●公共交通でお越しの方
　JR西大路駅徒歩7分
　市バス ｢西大路九条｣ 下車
　南西へ徒歩5分
　市バス「吉祥院車道町」下車
　南東へ徒歩5分
●お車でお越しの方
　西大路九条の交差点を西へ
　１つ目の信号を南へ200m
　病院の南西方向に駐車場があります

交通のごあんない

〒601-8314 京都市南区吉祥院井ノ口町43
TEL 075-672-1331
FAX 075-691-3477
http://www.kissyouin-hp.org/

冬

ISO 9001 認証取得

吉祥院病院
エリアマップ

外来診療体制のお知らせ

◎ 昼は予約制の診療です。事前の予約を
お願いします。朝・夜は一部が予約制です。
　 予約に関することは「予約・相談コー
ナー」でお尋ねください。

◎ 内科の急患の方（16歳以上）は、朝８
時から夜９時まで、受付時間外でも診
療します。

診療開始は朝9:00、夜18:00
（月・金曜日の夜の内科は17:30）
診療体制は事前に告知なく変更する場合
があります。ご了承ください。

診療体制の変更のお知らせ
11月より月曜日夜の梅本医師が
池野医師に、金曜日夜の福間医
師が田中医師にそれぞれ変更と
なりました。

2011年 12月現在

 月 火 水 木 金 土

朝

内
　
科

１診 近藤 近藤 清洲 三浦 近藤 近藤

２診 三浦 三浦 井上 近藤
（３診）

清洲 三浦

３診 沢田 椨
（完全予約制）

外
科 １診 加藤 谷村 倉田 倉田 鈴木 長岡

昼

内
　
科

１診 近藤 近藤 三浦
（糖尿病）

近藤

２診 清洲 中野
（内科/卒煙）1・3・5週

外
科 １診 泌尿器科

夜

内
　
科

１診 沢田 中野 田中

２診 池野 細野 三浦

３診 沢田

外
科

１診 有吉
18:30～

長岡 素輪

３診 泌尿器科

朝 8:00 ～ 11:30
夜 16:30 ～ 20:00

受付
時間

吉
祥
院
病
院
で
実
施
中
の
健
診

○京都市民の方が受けていただける健診○ 特定健診は医療保険者が行う健診です。健診を受けるためには医
療保険者が発行する『受診券』と『健康保険証』が必要です。

　京都市国民健康保険の特定健康診査とほとんど同じ内容で
す。対象になる方には京都市から案内がとどきます。

上記の健診制度の対象でない方も、吉祥院健康友の会の健診など受けていただける健診制度がありますので、当院健診担当者までお問い合わせください。

連絡先：保健管理課　電話075-691-6473（直通）

※ ②被用者保険と③国民健康保険組合は受診いただけない医療保険者があ
ります。病院窓口または電話にてご確認ください。

対象となる方 自己負担額

④京都市民の後期高齢者医療の被保険者
負担はありません

⑤京都市民の生活保護受給者

対象となる方 対象年齢 自己負担額

①京都市国民健康保険 40～
74歳
の方

保険者により異なります
（①京都市国保は500円）

②被用者保険者の被扶養者(家族)※

③国民健康保険組合※


